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【今後の展開 商品イメージ応用できる分野】

持続可能な介護を展開するには高度な現場人材が不可欠です。これは、介護に限らず
あらゆるエッセンシャルワークの現場に共通する課題であると考えます。
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【その他】

AEW（アドバンスト・エッセンシャルワーカー）とは

「デジタル技術等も活用して現在よりも高い賃金を得る
エッセンシャルワーカー」「高度現場人材」のこと。
※エッセンシャルワーカー：医療、介護、物流、公共サービスなど、
社会基盤の維持に欠かせない職業に従事する人

AEWが注目される背景
・若年人口の減少による労働力不足
・大学全入による非大卒層の縮小
・生成AIの発達による雇用環境の変化
（ホワイトカラーの需要減少などの需給ミスマッチ）

・現場労働をテクノロジーで完全代替することは困難
（現場とテクノロジーをつなぐ人材が必要）

山梨県における産官学での介護版AEW育成への取り組み

求められる人材像の３要素

他分野と介護版AEWに求められることの比較

ICT・DXの導入で生じていること（課題）

結論 介護版AEWに求められること

介護版AEWの育成・定着には「現場向け教育プログラム
の開発」と「経営層への啓発アプローチ」の2つが必要


	スライド 1

